
浄
土
教
に
お
け
る
仏
と
人
間

曽

和

義

宏

は
じ
め
に

大
会
趣
旨
で
は
、
本
年
度
の
共
同
研
究
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、「
我
々
が
漠
然
と
保
持
し
て
い
る
「
近
代
の
人
間
定

義
」
の
揺
ら
ぎ
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
「
近
代
の
人
間
定
義
」
と
は
、「
宗
教
の
文
脈
を
使
用
す
る
こ
と
な
く

人
間
を
語
る
と
い
う
姿
勢
こ
そ
、
近
代
社
会
の
大
き
な
特
性
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
正
鵠
を
射
る
も
の
だ
と
思
う
。

大
会
趣
旨
の
指
摘
に
基
づ
い
て
、
そ
の
上
で
「
人
間
存
在
の
新
次
元
」
を
考
え
る
た
め
に
は
、「
宗
教
の
文
脈
を
使
用
し
て
人
間
を

語
る
姿
勢
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
ず
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

浄
土
教
と
い
う
宗
教
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
人
間
は
阿
弥
陀
仏
と
い
う
救
済
者
と
対
峙
す
る
か
た
ち
で
語
ら
れ
定
義
さ
れ
る
。
本
論

で
は
、
中
国
唐
代
の
善
導
（
六
一
三

六
八
一
）
の
思
想
と
、
浄
土
宗
の
開
祖
、
法
然
（
一
一
三
三

一
二
一
二
）
の
思
想
か
ら
、

「
宗
教
の
文
脈
を
使
用
し
て
人
間
を
語
る
姿
勢
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
確
認
し
て
い
く(1)。
そ
の
上
で
、「
人
間
と
は
何

か
」
に
つ
い
て
考
え
、〈
人
間
定
義
の
新
次
元
〉
を
論
じ
て
み
た
い
。
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一
、
阿
弥
陀
仏
と
の
隔
絶

善
導
は
、
極
楽
に
在
す
阿
弥
陀
仏
を
報
身
と
規
定
す
る
。
そ
の
こ
と
を
『
観
経
疏
』
玄
義
分
で
は
、

質
問
す
る
。
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
は
、
報
身
報
土
と
す
る
の
か
化
身
化
土
と
す
る
の
か
。

答
え
る
。
報
身
報
土
で
あ
っ
て
化
身
化
土
で
は
な
い
。
な
ぜ
そ
れ
が
分
か
る
の
か
。『
大
乗
同
性
経
』
に
「
西
方
極
楽
の
阿
弥
陀

仏
は
、
報
仏
報
土
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。

問
曰
。
弥
陀
浄
国
為
当
是
報
是
化
也
。

答
曰
。
是
報
非
化
。
云
何
得
知
。
如
大
乗
同
性
経
説
、
西
方
安
楽
阿
弥
陀
仏
是
報
仏
報
土(2)。

と
し
て
、『
大
乗
同
性
経
』
の
経
説
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。『
大
乗
同
性
経
』
を
根
拠
と
す
る
こ
と
は
、
道
綽
（
五
六
二

六
四

五
）『
安
楽
集
』
第
一
大
門
第
七
に
、

質
問
す
る
。
い
ま
、
現
に
在
す
阿
弥
陀
仏
は
ど
の
よ
う
な
仏
身
で
あ
る
の
か
。
極
楽
と
は
い
か
な
る
国
土
で
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
現
に
在
す
阿
弥
陀
仏
は
報
仏
で
あ
り
、
極
楽
と
い
う
飾
り
立
て
ら
れ
た
国
は
報
土
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
古
く
か
ら
、
み

な
「
阿
弥
陀
仏
は
化
身
で
あ
り
、
国
土
も
ま
た
化
土
で
あ
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
大
い
な
る
錯
誤
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ

と
す
る
な
ら
ば
、
穢
土
も
化
身
の
居
場
所
で
あ
り
、
浄
土
も
化
身
の
居
場
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
一
体
、
如
来

の
報
身
は
い
か
な
る
国
土
を
居
場
所
と
す
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

い
ま
『
大
乗
同
性
経
』
に
依
拠
し
て
報
・
化
、
浄
・
穢
を
判
定
す
る
の
は
、
経
に
「
浄
土
の
中
で
成
仏
す
る
者
は
、
す
べ
て
報
身

で
あ
り
、
穢
土
の
中
で
成
仏
す
る
者
は
す
べ
て
化
身
で
あ
る
の
だ
」
と
説
か
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
大
乗
同
性
経
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
阿
弥
陀
如
来
、
蓮
華
開
敷
星
王
如
来
、
龍
主
王
如
来
、
宝
徳
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如
来
な
ど
の
如
来
は
清
浄
な
る
仏
土
に
お
い
て
、
現
世
に
仏
道
を
成
就
し
て
い
る
者
、
未
来
に
仏
道
を
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
者
で

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
報
身
仏
な
の
で
あ
る
。

何
が
如
来
の
化
身
な
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
今
日
の
踊
歩
健
如
来
、
魔
恐
怖
如
来
の
よ
う
な
仏
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
切
の
如

来
は
、
穢
濁
世
の
中
で
、
現
世
で
成
仏
す
る
者
、
未
来
に
成
仏
す
る
者
で
あ
っ
て
、
兜
率
天
か
ら
降
り
て
、
一
切
の
正
法
、
一
切

の
像
法
、
一
切
の
末
法
を
護
持
す
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
事
相
は
み
な
化
身
仏
な
の
で
あ
る
。

何
が
如
来
の
法
身
な
の
だ
ろ
う
か
。
如
来
の
真
実
の
法
身
と
は
、
色
は
な
く
、
形
は
な
く
、
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、
明
ら
か
と
な

る
こ
と
は
な
く
、
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
言
も
説
も
な
く
、
住
す
る
こ
と
は
な
く
、
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、
滅
す
る
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
を
真
実
の
法
身
の
意
味
と
す
る
」
と
。

問
曰
。
今
現
在
阿
弥
陀
仏
是
何
身
、
極
楽
之
国
是
何
土
。

答
曰
。
現
在
弥
陀
是
報
仏
、
極
楽
宝
荘
厳
国
是
報
土
。
然
古
旧
相
伝
皆
云
、
阿
弥
陀
仏
是
化
身
。
土
亦
是
化
土
。
此
為
大
失
也
。

若
爾
者
、
穢
土
亦
化
身
所
居
。
浄
土
亦
化
身
所
居
者
、
未
審
、
如
来
報
身
更
依
何
土
也
。
今
依
大
乗
同
性
経
、
弁
定
報
化
浄
穢
者
、

経
云
、
浄
土
中
成
仏
者
悉
是
報
身
、
穢
土
中
成
仏
者
悉
是
化
身
。

彼
経
云
、
阿
弥
陀
如
来
、
蓮
華
開
敷
星
王
如
来
、
龍
主
王
如
来
、
宝
徳
如
来
等
、
諸
如
来
清
浄
仏
刹
現
得
道
者
、
当
得
道
者
、
如

是
一
切
皆
是
報
身
仏
也
。

何
者
如
来
化
身
。
由
如
今
日
踊
歩
健
如
来
、
魔
恐
怖
如
来
、
如
是
等
一
切
如
来
。
穢
濁
世
中
現
成
仏
者
、
当
成
仏
者
、
従
兜
率
下

乃
至
住
持
一
切
正
法
一
切
像
法
一
切
末
法
、
如
是
化
事
、
皆
是
化
身
仏
也
。
何
者
如
来
法
身
。

如
来
真
法
身
者
、
無
色
、
無
形
、
無
現
、
無
著
、
不
可
見
、
無
言
説
、
無
住
処
、
無
生
無
滅
、
是
名
真
法
身
義
也(3)。

と
い
う
説
を
承
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

『
安
楽
集
』
で
は
こ
の
問
答
に
続
い
て
、『
観
世
音
菩
薩
授
記
経
』
に
説
か
れ
る
「
阿
弥
陀
仏
入
涅
槃
説
」
に
対
す
る
反
論
に
移
っ
て

88



い
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
善
導
は
加
え
て
以
下
の
よ
う
に
『
無
量
寿
経
』
と
『
観
経
』
の
経
説
を
、
阿
弥
陀
仏
を
報
身
と
す
る
経
証
と

し
て
挙
げ
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
報
身
説
の
経
証
と
し
て
、
道
綽
が
『
大
乗
同
性
経
』
の
み
を
挙
げ
る
姿
勢
と
は
異
な
っ
た
姿
勢
で
あ

る
。

ま
た
『
無
量
寿
経
』
に
は
「
法
蔵
比
丘
が
世
饒
王
仏
（
世
自
在
王
仏
）
の
所
で
菩
薩
道
を
修
行
し
て
い
る
時
、
四
十
八
願
を
発
し

た
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
願
に
、「
も
し
私
が
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
ら
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
が
私
の
国
土
に
生
ま
れ
た
い

と
願
っ
て
私
の
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
、
わ
ず
か
十
回
で
あ
っ
て
も
往
生
さ
せ
る
。
も
し
生
ま
れ
な
か
っ
た
ら
私
は
仏
と
成
ら
な

い
」
と
言
っ
た
。（
法
蔵
菩
薩
は
）
い
ま
既
に
成
仏
し
て
い
る
。
つ
ま
り
因
に
酬
い
た
仏
身
で
あ
る
。

ま
た
『
観
経
』
の
中
で
、
上
輩
の
三
人
の
臨
終
時
に
、
す
べ
て
「
阿
弥
陀
仏
と
化
仏
と
も
に
こ
の
人
を
来
迎
す
る
」
と
言
う
。
報

身
は
化
身
を
兼
ね
て
と
も
に
来
て
手
を
授
け
る
か
ら
、「（
化
身
と
）
と
も
に
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
文
を
証
拠
と
し

て
、
阿
弥
陀
仏
は
報
身
で
あ
る
と
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
報
身
と
応
身
と
は
、
眼
と
目
の
よ
う
に
（
同
じ
も
の
の
）
異
名
で
あ
る
。

前
の
翻
訳
で
は
報
身
を
応
身
と
訳
し
、
後
の
翻
訳
で
は
応
身
を
報
身
と
訳
し
て
い
る
。「
報
」
と
い
う
の
は
、
原
因
と
し
て
の
行

が
虚
し
く
な
け
れ
ば
、
か
な
ら
ず
未
来
の
果
報
を
招
く
。
果
報
は
原
因
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
「
報
」
と
い
う
。
ま
た
三
大

阿
僧
祇
劫
の
あ
い
だ
に
修
し
た
万
行
は
か
な
ら
ず
応
じ
て
菩
提
を
得
る
。
い
ま
す
で
に
仏
道
を
成
就
し
て
い
る
。
だ
か
ら
応
身
で

あ
る
。
過
去
・
現
在
の
諸
仏
は
、（
法
・
報
・
化
の
）
三
身
を
分
け
て
立
て
る
。
こ
れ
以
外
に
別
の
体
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
八
相
示
現
が
き
わ
ま
り
な
く
名
号
が
数
え
切
れ
な
く
て
も
、
仏
身
と
し
て
は
す
べ
て
化
身
で
あ
る
。（
だ
か
ら
）
い
ま
の

阿
弥
陀
仏
は
報
身
で
あ
る
。

又
無
量
寿
経
云
。
法
蔵
比
丘
在
世
饒
王
仏
所
行
菩
薩
道
時
、
発
四
十
八
願
。
一
一
願
言
。
若
我
得
仏
、
十
方
衆
生
称
我
名
号
願
生

我
国
下
至
十
念
。
若
不
生
者
不
取
正
覚
。
今
既
成
仏
。
即
是
酬
因
之
身
也
。

又
観
経
中
、
上
輩
三
人
臨
命
終
時
、
皆
言
阿
弥
陀
仏
及
与
化
仏
来
迎
此
人
。
然
報
身
兼
化
共
来
授
手
。
故
名
為
与
。
以
此
文
証
故
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知
是
報
。
然
報
応
二
身
者
眼
目
之
異
名
。
前
翻
報
作
応
、
後
翻
応
作
報
。
凡
言
報
者
。
因
行
不
虚
定
招
来
果
。
以
果
応
因
故
名
為

報
。
又
三
大
僧
祇
所
修
万
行
必
定
応
得
菩
提
。
今
既
道
成
。
即
是
応
身
。
斯
乃
過
現
諸
仏
弁
立
三
身
。
除
斯
已
外
更
無
別
体
。
縦

使
無
窮
八
相
名
号
塵
沙
。
剋
体
而
論
。
衆
帰
化
摂
。
今
彼
弥
陀
現
是
報
也(4)。（
傍
線
・
強
調
は
筆
者
。
以
下
同
じ
）

こ
の
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
』
を
引
用
す
る
際
に
は
、「（
過
去
に
）
菩
薩
の
道
を
行
じ
た
ま
い
し
時
」
と
述
べ
て
「
い
ま
す
で
に
成
仏

し
た
ま
う
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
「
報
身
と
応
身
は
、
眼
と
目
の
よ
う
に
、
同
じ
も
の
の
異
名
で
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語

の
意
味
を
解
説
し
て
い
く
な
か
で
、
仏
は
「
い
ま
す
で
に
仏
道
を
成
就
し
て
い
る
か
ら
」
応
身
と
訳
し
て
い
る
、
と
説
明
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
善
導
に
と
っ
て
阿
弥
陀
仏
と
は
、「
す
で
に
成
仏
を
し
て
い
る
現
在
仏
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
仏
な
の
で
あ

る
。い

っ
ぽ
う
、
そ
れ
に
対
峙
す
る
人
間
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
善
導
は
『
観
経
疏
』
散
善
義
に
お
い
て
、

極
楽
往
生
を
願
う
者
が
持
つ
べ
き
心
と
し
て
三
心
を
説
く
が
、
そ
の
中
の
深
心
に
お
い
て
、

二
つ
に
は
深
心
で
あ
る
。
深
心
と
い
う
の
は
深
く
信
ず
る
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
種
類
あ
り
、
一
つ
は
、
自
分
は
現
に
罪
悪
生

死
の
凡
夫
で
あ
り
、
は
る
か
昔
か
ら
今
に
い
た
る
ま
で
常
に
輪
廻
の
世
界
に
没
し
流
転
し
て
、
迷
い
か
ら
離
れ
る
縁
が
な
い
、
と

心
を
定
め
て
深
く
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

二
者
深
心
。
言
深
心
者
。
即
是
深
信
之
心
也
。
亦
有
二
種
。
一
者
決
定
深
信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
。
曠
劫
已
来
常
没
常
流
転
。

無
有
出
離
之
縁(5
)。

と
す
る
。
自
身
は
「
現
に
」
罪
悪
に
ま
み
れ
生
死
を
輪
廻
す
る
凡
夫
と
い
う
存
在
で
あ
る
、
と
深
く
信
ず
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
師
の
道
綽
が
、

は
っ
き
り
と
分
か
る
。
十
念
が
成
就
す
る
の
は
、
す
べ
て
過
去
の
原
因
が
あ
っ
て
虚
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
過
去
に
原
因

が
な
け
れ
ば
、
善
知
識
と
出
会
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
ま
し
て
十
念
を
成
就
す
る
こ
と
は
な
お
さ
ら
で
き
な
い
。
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明
知
。
十
念
成
就
者
、
皆
有
過
因
不
虚
。
若
彼
過
去
無
因
者
、
善
知
識
尚
不
可
逢
遇
。
何
況
十
念
而
可
成
就
也(6)。

と
「
宿
善
」
を
強
調
す
る
姿
勢
と
、
対
照
的
な
姿
勢
で
あ
る
。

救
い
を
求
め
る
人
間
に
と
っ
て
は
「
い
ま
」
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
過
去
や
未
来
で
は
な
い
。
そ
の
「
い
ま
」
に
お
い
て
、
阿
弥
陀

仏
は
「
す
で
に
」
成
仏
し
て
い
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
慈
心
は
罪
悪
生
死
の
凡
夫
で
、
解
脱
の
縁
す
ら
な
い
、
宿
善

な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
く
解
脱
を
求
め
る
存
在
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
は
「
す
で
に
」
そ
の
目
的
を

達
成
し
た
存
在
で
あ
り
、
い
ま
だ
解
脱
を
得
ら
れ
て
い
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
時
間
的
に
決
し
て
追
い
つ
け
な
い
隔
絶
が
存
在
す
る
の

で
あ
る
。

ま
た
善
導
は
、
先
の
阿
弥
陀
仏
報
身
説
を
主
張
し
た
後
に
、
阿
弥
陀
仏
化
身
説
の
根
拠
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
入
涅
槃
説
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

涅
槃
に
入
る
、
入
ら
な
い
は
諸
仏
の
境
界
で
あ
っ
て
、
三
乗
の
浅
智
で
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
凡
夫
が
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。

入
不
入
義
者
唯
是
諸
仏
境
界
、
尚
非
三
乗
浅
智
所
窺
。
豈
況
小
凡
輒
能
知
也(7)。

ま
た
凡
夫
の
報
土
往
生
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

質
問
す
る
。
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
が
報
仏
報
土
で
あ
る
な
ら
ば
、
報
土
は
高
妙
な
世
界
な
の
で
小
乗
の
修
行
者
で
す
ら
上
る
こ
と
は

難
し
い
。
ま
し
て
煩
悩
と
い
う
障
害
を
持
つ
凡
夫
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
え
る
。
も
し
衆
生
の
持
つ
煩
悩
と
い
う
障
害
を
論
じ
た
な
ら
ば
、
往
生
を
願
う
こ
と
は
難
し
い
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
託
し

て
強
い
縁
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
衆
生
を
等
し
く
往
生
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

問
曰
。
彼
仏
及
土
既
言
報
者
。
報
法
高
妙
、
小
聖
難
階
。
垢
障
凡
夫
云
何
得
入
。

答
曰
。
若
論
衆
生
垢
障
。
実
難
欣
趣
。
正
由
託
仏
願
以
作
強
縁
。
致
使
五
乗
斉
入(8)。
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と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
善
導
は
、
煩
悩
の
有
無
を
論
ず
る
な
ら
ば
往
生
は
難
し
い
、
と
断
じ
て
い
る
。
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に

よ
っ
て
等
し
く
往
生
で
き
る
対
象
は
、
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
五
乗
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
仏
以
外
の
衆
生
の
す
べ
て
で

あ
る
。
つ
ま
り
煩
悩
の
有
無
、
換
言
す
れ
ば
仏
道
修
行
の
進
展
の
度
合
い
に
つ
い
て
も
、
決
し
て
追
い
つ
け
な
い
隔
絶
が
存
在
す
る
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
善
導
は
、
時
間
と
仏
道
修
行
の
進
展
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
阿
弥
陀
仏
と
人
間
間
に
は
隔
絶
が
あ
る
、
と
す
る
の
で

あ
る
。

二
、
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
性

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
隔
絶
し
た
阿
弥
陀
仏
と
人
間
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
善
導
が
説
く
仏
と
人
間
の
関
係
性
は
、
三
縁
と
い
う
思
想
と
し
て
、『
観
経
疏
』
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

質
問
す
る
。
も
ろ
も
ろ
の
行
を
修
し
て
（
往
生
の
為
に
）
回
向
す
れ
ば
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
阿
弥
陀
仏
の
仏

光
は
あ
ま
ね
く
十
方
世
界
を
照
ら
す
の
に
、
念
仏
の
者
だ
け
を
摂
取
す
る
の
は
ど
う
い
う
意
図
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
こ
れ
に
は
三
義
（
三
縁
）
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
は
親
縁
（
と
い
う
関
係
性
）
を
明
ら
か
に
す
る
。

衆
生
が
口
業
に
常
に
阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
た
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
そ
の
声
を
お
聞
き
に
な
る
。
身
業
に
常
に
仏
を
礼
敬
し
た

な
ら
ば
、
仏
は
ご
覧
に
な
る
。
心
に
常
に
仏
を
念
じ
た
な
ら
ば
、
仏
は
お
知
り
に
な
る
。
衆
生
が
仏
を
憶
念
し
た
な
ら
ば
、
仏
も

衆
生
を
憶
念
さ
れ
る
。
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
の
三
業
が
離
れ
な
い
か
ら
、
親
し
い
縁
と
名
づ
け
る
。

第
二
に
は
近
縁
（
と
い
う
関
係
性
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
に
見
え
た
い
と
願
え
ば
、
仏
は
そ
の
思
い
に
応
じ
て
、

現
に
目
前
に
在
す
。
だ
か
ら
近
い
縁
と
名
づ
け
る
。
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第
三
に
は
増
上
縁
（
と
い
う
関
係
性
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
衆
生
が
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
多
劫
の
あ
い
だ
輪
廻
す
べ
き
罪
が
除
か

れ
る
。
命
が
終
ろ
う
と
す
る
時
、
阿
弥
陀
仏
は
聖
衆
と
と
も
に
自
ら
来
迎
引
接
さ
れ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
邪
業
に
よ
る
繫
縛
に
礙
げ

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
最
も
強
い
縁
と
名
づ
け
る
。

念
仏
以
外
の
修
行
も
善
行
で
あ
る
が
、
念
仏
と
比
較
す
れ
ば
、
全
く
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
い
ろ
ん
な
経
典
の
あ
ち
こ

ち
に
、
念
仏
の
功
能
を
讃
歎
し
て
い
る
。

問
曰
、
備
修
衆
行
但
能
回
向
皆
得
往
生
。
何
以
仏
光
普
照
唯
摂
念
仏
者
、
有
何
意
也
。

答
曰
、
此
有
三
義
。
一
明
親
縁
。
衆
生
起
行
口
常
称
仏
、
仏
即
聞
之
。
身
常
礼
敬
仏
、
仏
即
見
之
。
心
常
念
仏
、
仏
即
知
之
。
衆

生
憶
念
仏
者
、
仏
亦
憶
念
衆
生
。
彼
此
三
業
不
相
捨
離
、
故
名
親
縁
也
。
二
明
近
縁
。
衆
生
願
見
仏
、
仏
即
応
念
現
在
目
前
。
故

名
近
縁
也
。
三
明
増
上
縁
。
衆
生
称
念
即
除
多
劫
罪
。
命
欲
終
時
、
仏
与
聖
衆
自
来
迎
接
、
諸
邪
業
繫
無
能
礙
者
。
故
名
増
上
縁

也
。
自
余
衆
行
雖
名
是
善
、
若
比
念
仏
者
全
非
比
挍
也
。
是
故
諸
経
中
処
処
広
讃
念
仏
功
能(9)。

こ
れ
は
、
あ
ま
ね
く
十
方
世
界
を
照
ら
す
阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
念
仏
の
者
だ
け
を
摂
取
す
る
の
は
ど
う
い
う
意
図
が
あ
る
の
か
、
と

い
う
疑
問
に
対
し
て
、
親
縁
、
近
縁
、
増
上
縁
の
三
縁
が
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
答
え
る
も
の
で
あ
る
。

親
縁
と
い
う
関
係
性
は
、
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
の
三
業
が
離
れ
な
い
こ
と
を
言
う
。
近
縁
と
い
う
関
係
性
は
、
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
に
見

え
た
い
と
願
え
ば
、
仏
は
そ
の
思
い
に
応
じ
て
、
現
に
目
前
に
在
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
増
上
縁
と
い
う
関
係
性
は
、
衆
生
が
念
仏

を
称
え
れ
ば
、
多
劫
の
あ
い
だ
輪
廻
す
べ
き
罪
が
除
か
れ
、
命
が
終
ろ
う
と
す
る
時
、
阿
弥
陀
仏
が
聖
衆
と
と
も
に
自
ら
来
迎
引
接
す

る
。
も
ろ
も
ろ
の
邪
業
に
よ
る
繫
縛
に
礙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
衆
生
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
に
対
し
阿
弥
陀
仏
が
応
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
縁
と
い
う
関
係
性
が
成
立
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
関
係
性
を
「
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
の
人
格
的
呼
応
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
中
国
仏
教
に
お
け
る
救
済
論
の
一

つ
と
さ
れ
る
、
感
応
思
想
と
同
じ
構
造
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る(10)。
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智
顗
（
五
三
八

五
九
七
）
は
、『
法
華
玄
義
』
迹
門
十
妙
の
第
六
感
応
妙
に
お
い
て
、
感
応
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
ま

ず
迹
門
十
妙
の
標
章
に
お
い
て
、

感
応
妙
と
は
、
四
句
感
応
、
三
十
六
句
感
応
、
二
十
五
感
応
、
別
円
感
応
の
こ
と
で
あ
る
。
水
は
上
昇
せ
ず
、
月
は
下
降
し
な
い

の
に
、
月
は
水
に
映
る
。
そ
の
よ
う
に
諸
仏
は
来
ず
、
衆
生
は
行
か
な
い
の
に
、
慈
悲
と
い
う
善
根
力
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な

（
感
応
と
い
う
）
関
係
が
成
立
す
る
。
だ
か
ら
「
感
応
妙
」
と
名
づ
け
る
。

感
応
妙
者
、
謂
四
句
感
応
、
三
十
六
句
感
応
、
二
十
五
感
応
、
別
円
感
応
。
水
不
上
升
月
不
下
降
。
一
月
一
時
普
現
衆
水
。
諸
仏

不
来
衆
生
不
往
、
慈
善
根
力
見
如
此
事
。
故
名
感
応
妙(11)。

と
述
べ
て
お
り
、
月
と
水
の
よ
う
に
隔
絶
し
た
仏
と
衆
生
の
あ
い
だ
に
、
感
応
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
感
応
妙
の
釈
名
で
は
、

『
正
法
華
経
』
に
、「（
仏
は
）
無
数
の
世
界
に
於
い
て
広
く
経
法
を
説
く
。
世
尊
の
行
う
所
の
感
応
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」

と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
（
感
応
と
い
う
）
名
称
と
し
て
用
い
る
。
経
典
の
中
の
「
機
」
や
「
縁
」
は
す
べ
て
「
感
」
の
異
名
で

あ
っ
て
、
す
べ
て
衆
生
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
機
」
に
つ
い
て
解
釈
す
れ
ば
意
味
が
理
解
し
や
す
い
（
の
で
「
機
」
を
中

心
と
す
る
）。「
縁
」
と
「
感
」
は
そ
れ
に
習
っ
て
理
解
せ
よ
。

機
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
に
は
微
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
周
易
』
に
「
機
は
動
き
の
微
か
な
も
の
」
と
あ
り
、『
阿
含

経
』
に
は
「
衆
生
に
善
法
と
い
う
機
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
仏
が
応
じ
る
。
衆
生
に
ま
さ
に
生
じ
よ
う
と
す
る
善
が
あ
る
な
ら
、
こ

の
善
は
ご
く
微
か
な
も
の
で
も
動
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
、（
こ
れ
も
）
機
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
。（
中
略
）
衆
生
に

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
善
が
あ
る
の
で
、
聖
人
は
そ
れ
に
応
じ
て
善
が
生
じ
る
。
応
じ
な
か
っ
た
な
ら
ば
善
は
生
じ
な
い
。
だ
か

ら
機
と
は
微
か
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
関
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
古
注
楞
伽
経
』
に
「
機
と
は
関
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
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衆
生
に
は
善
悪
が
あ
る
が
す
べ
て
聖
人
の
慈
悲
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
機
と
は
関
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
三
に
は
機
と
は
宜
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
聖
人
が
）
苦
を
抜
こ
う
と
す
れ
ば
（
そ
の
機
は
）
悲
に
適
宜
で
あ
り
、
楽
を
与
え

よ
う
と
す
れ
ば
（
そ
の
機
は
）
慈
に
適
宜
で
あ
る
。
だ
か
ら
機
と
は
宜
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
聖
人
に
よ
る
）
応
に
も
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
に
は
応
と
は
赴
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
機
が
微
か
に
で
も
動
こ
う
と
す
る

と
、
聖
人
は
そ
れ
に
赴
き
、
善
が
生
じ
る
。
だ
か
ら
赴
く
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
応
を
解
釈
す
る
。

第
二
に
は
応
は
対
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
が
関
わ
り
合
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
人
が
売
ろ
う
と
し
て
も
、
も
う
一
人
が
買

わ
な
け
れ
ば
関
係
が
成
立
せ
ず
、
売
買
の
気
持
ち
が
合
え
ば
交
換
が
決
定
し
て
貴
賤
に
か
か
わ
ら
ず
後
悔
し
な
い
。
衆
生
を
買
い

手
、
如
来
を
売
り
手
に
喩
え
て
い
る
。
機
に
つ
い
て
言
え
ば
関
で
あ
り
、
応
に
つ
い
て
言
え
ば
対
と
な
る
。
だ
か
ら
対
す
る
と
い

う
こ
と
を
も
っ
て
応
を
解
釈
す
る
。

第
三
に
応
は
応
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
機
は
宜
で
あ
る
と
言
っ
た
が
、
何
に
於
い
て
適
宜
と
す
る
の
か
。
応
ず
る
の
に
慈
悲
の
法

を
用
い
る
な
ら
ば
善
悪
そ
れ
ぞ
れ
に
適
宜
と
な
る
。
悲
は
苦
を
救
う
こ
と
に
、
慈
は
楽
を
与
え
る
こ
と
に
適
宜
で
あ
る
。
ど
の
よ

う
な
衆
生
の
要
求
に
対
し
て
も
適
宜
応
じ
る
か
ら
、
応
じ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
応
を
解
釈
す
る
。

釈
名
者
。
正
法
華
云
、
無
数
世
界
広
説
経
法
。
世
尊
所
為
感
応
如
是
。
今
故
用
為
名
。
而
経
中
機
語
縁
語
。
並
是
感
之
異
目
。
悉

語
衆
生
。
且
従
機
釈
義
則
易
見
。
縁
感
例
可
解
。

機
有
三
義
。
一
者
、
機
是
微
義
。
故
易
云
、
機
者
動
之
微
、
吉
之
先
現
。
又
阿
含
云
、
衆
生
有
善
法
之
機
。
聖
人
来
応
也
。
衆
生

有
将
生
之
善
。
此
善
微
微
将
動
。
而
得
為
機
。（
中
略
）
衆
生
有
可
生
之
善
。
故
聖
応
則
善
生
。
不
応
則
不
生
。
故
言
機
者
微
也
。

二
者
、
古
注
楞
伽
経
云
。
機
是
関
義
。
何
者
、
衆
生
有
善
有
悪
。
関
聖
慈
悲
。
故
機
是
関
義
也
。

三
者
、
機
是
宜
義
。
如
欲
抜
無
明
之
苦
、
正
宜
於
悲
、
欲
与
法
性
之
楽
、
正
宜
於
慈
。
故
機
是
宜
義
也
。

次
明
応
者
、
亦
為
三
義
。
一
者
、
応
是
赴
義
。
既
言
機
有
可
生
之
理
。
機
微
将
動
聖
人
赴
之
。
其
善
得
生
。
故
用
赴
而
釈
応
。
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二
者
、
応
是
対
義
。
如
人
交
関
。
更
相
主
対
。
若
一
欲
売
一
不
欲
買
、
則
不
相
主
対
。
若
売
買
両
和
、
則
貿
易
交
決
貴
賤
無
悔
。

今
以
衆
生
譬
買
、
如
来
譬
売
。
就
機
以
論
関
、
就
応
以
論
対
、
故
以
対
釈
応
也
。
三
者
、
応
是
応
義
。
既
言
機
是
於
宜
。
宜
何
等

法
。
応
以
慈
悲
之
法
、
是
善
悪
所
宜
。
悲
則
宜
救
苦
。
慈
則
宜
与
楽
。
随
以
何
法
応
其
所
宜
。
故
以
応
釈
応
也(12)。

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
機
に
は
機
微
、
機
関
、
機
宜
の
三
義
が
あ
り
、
応
に
は
赴
・
対
・
応
の
三
義
が
あ
る
。
衆
生
に
善
の
可
能
性

が
生
じ
よ
う
と
す
る
時
に
赴
と
い
う
仏
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
り
、
関
と
対
と
い
う
衆
生
と
仏
の
相
関
関
係
が
あ
り
、
衆
生
の
そ

れ
ぞ
れ
の
は
た
ら
き
か
け
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
で
仏
が
応
じ
る
こ
と
を
明
か
し
て
お
り
、
感
応
す
る
内
容
は
衆
生
の
み
、
あ
る
い
は

仏
の
み
か
ら
の
一
方
的
な
は
た
ら
き
か
け
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る(13)。

こ
の
よ
う
に
仏
と
衆
生
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
感
応
思
想
と
し
て
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
善
導
以
外

に
論
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
衆
生
と
仏
の
相
互
相
関
関
係
も
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
善
導
独
自

の
思
想
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
善
導
も
、
仏
と
衆
生
の
関
係
性
を
三
縁
と
し
て
論
じ
る
際
に
、
感
応
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
こ
に
善
導
の
独
自
性
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
問
い
に
お
い
て
善
導
が
「
念
仏
の
者
だ
け
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
称
名
念
仏
と
い
う
行
に
よ
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
「
応
」
が
起
こ
っ
て
い
る
、
と
す
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
衆
生
に
よ
っ

て
多
種
多
様
で
あ
る
「
機
」
を
は
た
ら
き
か
け
「
感
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
称
名
念
仏
と
い
う
「
行
」
が
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
は
た

ら
き
か
け
「
感
」
で
あ
る
、
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
な
感
応
思
想
で
は
、
機
根
が
一
定
で
は
な
い
の
で
、
仏
に
対
す
る
は
た
ら
き
か
け
、「
感
」
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
す
る
仏
の
は
た
ら
き
か
け
「
応
」
も
一
定
で
は
な
い
。
だ
か
ら
救
済
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
生
じ
て
く
る
。

そ
れ
に
対
し
善
導
は
、
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
性
が
成
立
す
る
衆
生
は
、「
念
仏
衆
生
」「
専
念
阿
弥
陀
仏
衆
生
」
で
あ
る
と
す
る
。
機

根
で
は
な
く
、
称
名
念
仏
と
い
う
行
が
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
は
た
ら
き
か
け
「
感
」
で
あ
る
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
に
よ
る

96



「
応
」、
衆
生
へ
の
は
た
ら
き
か
け
の
発
動
を
、
念
仏
一
行
に
限
定
・
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
に
で
も
平
等
に
発
動
す
る
、
す
な

わ
ち
平
等
な
救
済
が
な
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
限
定
・
転
換
は
、
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
自
身
に

よ
っ
て
、
そ
の
誓
願
と
し
て
表
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
い
ま
す
で
に
成
仏
し
て
い
る
」
と
説
く
こ
と
で
、
真
実
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
る(14)。

善
導
は
、
阿
弥
陀
仏
が
称
名
念
仏
を
人
間
が
自
ら
に
は
た
ら
き
か
け
る
た
め
の
行
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
な
い
が
、

法
然
は
『
選
択
集
』
第
三
章
で
、
な
ぜ
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
は
、
念
仏
を
往
生
の
行
と
し
て
選
択
し
た
の
か
、
と
い
う
問
い
を
立

て
て
、「
聖
意
は
か
り
難
し
」
と
す
る
も
の
の
、
勝
劣
義
と
難
易
義
を
も
っ
て
そ
の
理
由
を
説
い
て
い
る
。

そ
の
難
易
義
で
は
、

次
に
難
易
の
義
と
は
、
念
仏
は
実
践
し
や
す
く
、
諸
行
は
難
し
い
。（
中
略
）
だ
か
ら
、
念
仏
は
易
行
で
あ
る
か
ら
す
べ
て
に
通

じ
、
諸
行
は
難
行
で
あ
る
か
ら
あ
ら
ゆ
る
機
根
に
は
通
じ
な
い
と
分
か
る
。
だ
か
ら
、
す
べ
て
の
衆
生
を
平
等
に
往
生
さ
せ
る
た

め
に
、
難
行
を
捨
て
易
行
（
で
あ
る
念
仏
を
）
を
本
願
（
の
行
）
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
も
し
仏
像
を
作
り
塔
を
建
て
る
こ
と
を
本

願
と
す
る
な
ら
ば
、
貧
し
く
困
窮
し
て
い
る
人
々
は
往
生
の
望
み
を
絶
つ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
富
裕
な
貴
族
は
少
な
く
、
貧
し
い
下

賤
の
者
は
と
て
も
多
い
。
ま
た
知
恵
と
才
能
が
あ
る
こ
と
を
本
願
と
す
る
な
ら
ば
、
愚
鈍
で
智
慧
が
少
な
い
者
は
往
生
の
望
み
を

絶
つ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
智
慧
の
あ
る
者
は
少
な
く
、
愚
痴
の
者
は
と
て
も
多
い
。
も
し
戒
律
を
持
つ
こ
と
を
本
願
と
し
た
な
ら
ば
、

破
戒
や
無
戒
の
者
は
往
生
の
望
み
を
絶
つ
だ
ろ
う
。
そ
し
て
持
戒
の
者
は
少
な
く
、
破
戒
の
者
は
と
て
も
多
い
。
そ
の
他
の
諸
行

も
こ
れ
ら
に
し
た
が
っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
諸
行
を
本
願
す
る
な
ら
ば
、
往
生
で
き
る
者
は
少
な
く
、
で
き

な
い
者
は
多
い
。
だ
か
ら
阿
弥
陀
仏
は
、
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
昔
に
平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
衆
生
を
救
済
す
る
た
め

に
造
像
起
塔
等
の
諸
行
を
往
生
の
た
め
の
本
願
（
の
行
）
と
せ
ず
、
た
だ
称
名
念
仏
の
一
行
だ
け
を
本
願
（
の
行
）
と
し
た
の
で

あ
る
。
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次
難
易
義
者
、
念
仏
易
修
、
諸
行
難
修
。（
中
略
）
故
知
、
念
仏
易
故
通
於
一
切
。
諸
行
難
故
不
通
諸
機
。
然
則
為
令
一
切
衆
生

平
等
往
生
、
捨
難
取
易
為
本
願
歟
。
若
夫
以
造
像
起
塔
而
為
本
願
者
、
貧
窮
困
乏
類
定
絶
往
生
望
。
然
富
貴
者
少
、
貧
賤
者
甚
多
。

若
以
智
慧
高
才
而
為
本
願
者
、
愚
鈍
下
智
者
定
絶
往
生
望
。
然
智
慧
者
少
、
愚
痴
者
甚
多
。
若
以
多
聞
多
見
而
為
本
願
者
、
少
聞

少
見
輩
定
絶
往
生
望
。
然
多
聞
者
少
、
少
聞
者
甚
多
。
若
以
持
戒
持
律
而
為
本
願
者
、
破
戒
無
戒
人
定
絶
往
生
望
。
然
持
戒
者
少
、

破
戒
者
甚
多
。
自
余
諸
行
准
之
応
知
。
当
知
、
以
上
諸
行
等
而
為
本
願
者
、
得
往
生
者
少
、
不
往
生
者
多
。
然
則
弥
陀
如
来
、
法

蔵
比
丘
之
昔
被
催
平
等
慈
悲
、
普
為
摂
於
一
切
、
不
以
造
像
起
塔
等
諸
行
為
往
生
本
願
。
唯
以
称
名
念
仏
一
行
為
其
本
願
也(15)。

と
し
て
、『
往
生
礼
讃
』『
往
生
要
集
』『
五
会
法
事
讃
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
も
し
称
名
念
仏
以
外
の
難
行
を
も
っ
て
本
願
の
行
と
し

て
い
た
な
ら
ば
、
一
切
衆
生
に
は
通
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
行
を
修
す
こ
と
が
で
き
な
い
衆
生
は
往
生
の
望
み
が

絶
た
れ
て
し
ま
う
。
念
仏
は
易
行
で
あ
る
か
ら
こ
そ
一
切
衆
生
が
普
く
修
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
切
衆
生
を
平
等
に
往
生
せ
し
め
る
た

め
に
、
難
行
を
捨
て
易
行
で
あ
る
念
仏
を
選
択
し
て
、
本
願
と
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
明
確
に
「
平
等
往

生
」
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
平
等
」
は
、
極
楽
往
生
の
た
め
の
行
を
平
等
に
修
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
因

の
平
等
で
あ
る
。
つ
ま
り
平
等
と
い
う
こ
と
が
阿
弥
陀
仏
の
視
線
で
あ
り
、
そ
の
心
は
「
法
蔵
菩
薩
の
昔
」
に
す
で
に
起
こ
し
て
い
る

心
な
の
で
あ
る
。
そ
の
心
に
基
づ
い
て
、
往
生
行
を
易
行
で
あ
る
念
仏
一
行
に
限
定
・
転
換
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
昔
に
す
で
に
行

い
、
そ
の
こ
と
を
本
願
と
し
て
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
善
導
は
平
等
の
救
済
を
「
五
乗
斉
入
」
と
述
べ
る
。
先
に
挙
げ
た
問
答
で
あ
る
が
、

問
曰
。
彼
仏
及
土
既
言
報
者
。
報
法
高
妙
、
小
聖
難
階
。
垢
障
凡
夫
云
何
得
入
。

答
曰
。
若
論
衆
生
垢
障
。
実
難
欣
趣
。
正
由
託
仏
願
以
作
強
縁
。
致
使
五
乗
斉
入(16)。

「
衆
生
の
垢
障
を
論
じ
た
な
ら
ば
、
欣
趣
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
断
じ
て
い
な
が
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
強
縁
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
う
五
乗
が
区
別
な
く
、
斉
し
く
往
生
で
き
る
、
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
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果
の
平
等
で
あ
る
と
言
え
る
。

阿
弥
陀
仏
は
す
で
に
菩
薩
行
を
完
遂
し
て
、
い
ま
だ
完
遂
で
き
て
い
な
い
人
間
と
隔
絶
し
た
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
を
平

等
に
見
て
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
阿
弥
陀
仏
の
視
線

善
導
は
、
こ
の
よ
う
に
仏
と
人
間
の
隔
絶
と
、
本
願
念
仏
を
媒
介
と
し
た
呼
応
関
係
の
成
立
を
説
く
が
、
人
間
同
士
の
関
係
性
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
か
。
そ
の
一
つ
と
し
て
「
慈
心
相
向
、
仏
眼
相
看
」
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る(17)。
こ
の
表
現
は
、

『
法
事
讃
』
巻
上
の
末
尾
の
願
文
に
、

願
わ
く
は
、
今
日
か
ら
さ
と
り
に
い
た
る
ま
で
、
誓
っ
て
衆
生
と
と
も
に
邪
を
捨
て
正
に
帰
し
、
菩
提
心
を
発
し
、
慈
し
み
の
心

で
互
い
に
向
か
い
あ
い
、
仏
の
眼
で
互
い
に
見
て
、
さ
と
り
に
い
た
る
ま
で
の
友
と
し
て
本
当
の
善
友
と
な
り
、
同
じ
く
浄
土
に

往
生
し
て
つ
い
に
は
成
仏
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
罪
は
永
久
に
相
続
を
断
じ
、
あ
え
て
覆
い
隠
さ
な
い
（
で
懺
悔
す
る
）。（
こ
の

よ
う
に
）
発
願
し
お
わ
る
。
心
か
ら
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
す
る
。

願
従
今
日
乃
至
不
起
忍
已
来
、
誓
共
衆
生
捨
邪
帰
正
、
発
菩
提
心
、
慈
心
相
向
、
仏
眼
相
看
、
菩
提
眷
属
真
善
知
識
、
同
生
浄
土

乃
至
成
仏
。
如
是
等
罪
永
断
相
続
更
不
敢
覆
蔵
。
発
願
已
至
心
帰
命
阿
弥
陀
仏(18)。

と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
『
観
経
疏
』
後
序
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
体
験
は
、
本
心
か
ら
衆
生
の
た
め
で
あ
っ
て
お
の
れ
の
た
め
で
は
な
い
。
こ
の
宗
教
体
験
を
得
て
あ

え
て
隠
さ
ず
、
謹
ん
で
解
釈
の
後
に
申
し
上
げ
未
来
に
ま
で
聞
か
せ
る
。
願
わ
く
は
人
々
に
、
こ
れ
を
聞
い
て
信
を
生
じ
さ
せ
、

見
て
西
方
に
帰
依
さ
せ
た
い
。
こ
の
功
徳
を
も
っ
て
衆
生
に
施
し
す
。
悉
く
菩
提
心
を
発
し
、
慈
し
み
の
心
で
お
互
い
に
向
き
合
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い
、
仏
の
眼
で
お
互
い
に
見
て
、
さ
と
り
に
い
た
る
ま
で
の
友
、
本
当
の
善
友
と
な
っ
て
、
同
じ
く
浄
土
に
往
生
し
、
と
も
に
仏

道
を
成
就
し
た
い
。
こ
の
解
釈
は
既
に
証
明
を
請
う
て
定
め
竟
っ
た
。
一
句
一
字
で
あ
っ
て
も
増
減
し
て
は
な
ら
な
い
。
写
そ
う

と
す
る
者
は
経
典
を
写
す
よ
う
に
せ
よ
。

上
来
所
有
霊
相
者
、
本
心
為
物
不
為
己
身
。
既
蒙
此
相
、
不
敢
隠
蔵
、
謹
以
申
呈
義
後
被
聞
於
末
代
。
願
使
含
霊
、
聞
之
生
信
有

識
覩
者
西
帰
。
以
此
功
徳
回
施
衆
生
。
悉
発
菩
提
心
、
慈
心
相
向
。
仏
眼
相
看
、
菩
提
眷
属
、
作
真
善
知
識
、
同
帰
浄
国
、
共
成

仏
道
。
此
義
已
請
証
定
竟
。
一
句
一
字
不
可
加
減
。
欲
写
者
一
如
経
法
。
応
知(19)。

と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
『
往
生
礼
讃
』
広
懺
悔
に
お
い
て
、

い
ま
仏
法
僧
の
前
、
法
界
の
衆
生
の
前
で
（
罪
を
）
露
わ
に
し
て
懺
悔
す
る
。
覆
い
隠
さ
な
い
。
唯
だ
願
わ
く
は
、
あ
ら
ゆ
る
三

宝
と
衆
生
よ
、
私
の
懺
悔
を
承
け
よ
。
私
の
清
浄
を
記
憶
せ
よ
。
今
日
か
ら
、
願
わ
く
は
衆
生
と
と
も
に
、
邪
悪
を
捨
て
て
正
に

帰
依
し
、
菩
提
心
を
発
し
、
慈
し
み
の
心
で
お
互
い
に
向
き
合
い
、
仏
の
眼
で
お
互
い
に
見
て
、
菩
提
の
眷
属
は
真
の
善
友
と

な
っ
て
、
同
じ
く
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
し
、
成
仏
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
罪
を
永
久
に
断
ち
続
け
、
さ
ら
に
作
ら
な
い
。
懺
悔

し
て
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
す
る
。

今
於
三
宝
前
、
法
界
衆
生
前
、
発
露
懺
悔
。
不
敢
覆
蔵
。
唯
願
十
方
三
宝
法
界
衆
生
、
受
我
懺
悔
、
憶
我
清
浄
。
始
従
今
日
、
願

共
法
界
衆
生
、
捨
邪
帰
正
、
発
菩
提
心
、
慈
心
相
向
、
仏
眼
相
看
、
菩
提
眷
属
、
作
真
善
知
識
、
同
生
阿
弥
陀
仏
国
、
乃
至
成
仏
。

如
是
等
罪
永
断
相
続
更
不
敢
作
。
懺
悔
已
、
至
心
帰
命
阿
弥
陀
仏(20)。

と
述
べ
る
表
現
で
あ
る
。
仏
と
隔
絶
し
て
い
る
は
ず
の
人
間
に
、
仏
の
よ
う
に
慈
悲
を
も
っ
て
向
か
い
あ
い
、
仏
眼
を
も
っ
て
互
い
に

看
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
自
身
に
対
し
て
は
、
仏
の
視
線
で
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
か
意
識
さ
せ
、

他
人
を
見
る
場
合
は
平
等
の
慈
悲
を
も
っ
て
見
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
。

阿
弥
陀
仏
は
ど
の
よ
う
に
衆
生
を
見
て
い
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
法
然
は
『
示
或
人
詞
』
に
お
い
て
、
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弥
陀
の
本
願
を
決
定
成
就
し
て
、
極
楽
世
界
を
荘
厳
し
た
て
ゝ
、
御
目
を
見
ま
は
し
て
、
わ
か
名
を
と
な
ふ
る
人
や
あ
る
と
御
ら

ん
し
、
御
み
ゝ
を
か
た
ふ
け
て
、
わ
か
名
を
称
す
る
物
や
あ
る
と
、
よ
る
ひ
る
き
こ
し
め
さ
る
る
な
り(21)。

と
述
べ
る
。
阿
弥
陀
仏
は
常
に
目
を
見
張
り
耳
を
そ
ば
だ
て
て
「
我
が
名
を
称
え
る
者
」
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
常
に
衆
生
に
慈
悲

心
の
籠
も
っ
た
視
線
を
向
け
て
い
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

見
ら
れ
て
い
る
側
の
人
間
は
ど
う
か
。
念
仏
行
者
は
三
心
を
発
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
も
成
仏
し
た
、
す
な
わ
ち
宗
教

的
真
実
を
獲
得
し
た
阿
弥
陀
仏
の
存
在
を
前
提
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
自
身
は
『
遥
か
昔
か
ら
』
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で

あ
る
」
と
す
る
信
機
は
、「
い
ま
す
で
に
成
仏
」
し
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
視
線
が
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
の

視
線
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
観
経
疏
』
の
像
想
観
釈
に
お
い
て
、「
指
方
立
相
」
を
説
く
際
に
、

こ
の
観
察
行
は
、
た
だ
（
西
方
と
い
う
）
方
角
を
指
し
、
具
体
的
な
か
た
ち
を
立
て
て
、
心
を
と
ど
め
境
界
を
取
る
も
の
で
あ
る
。

か
た
ち
な
く
、
思
い
を
離
れ
る
こ
と
は
、
全
く
明
か
し
て
い
な
い
。
仏
は
、
末
法
の
罪
悪
で
汚
れ
た
凡
夫
は
か
た
ち
を
立
て
て
心

を
と
ど
め
さ
せ
る
こ
と
す
ら
実
践
で
き
な
い
。
ま
し
て
か
た
ち
を
離
れ
て
具
体
的
な
事
柄
を
求
め
る
の
は
、
神
通
力
の
な
い
人
が

空
中
に
家
を
た
て
る
よ
う
な
も
の
で
（
と
て
も
不
可
能
で
）
あ
る
。

又
今
此
観
門
等
、
唯
指
方
立
相
住
心
而
取
境
。
総
不
明
無
相
離
念
也
。
如
来
懸
知
末
代
罪
濁
凡
夫
、
立
相
住
心
尚
不
能
得
。
何
况

離
相
而
求
事
者
、
如
似
無
術
通
人
居
空
立
舎
也(22)。

と
し
て
、
末
代
の
罪
濁
の
凡
夫
は
、
相
を
立
て
て
心
を
住
す
る
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
は
難
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
、「
遥
か
昔
か
ら
」

阿
弥
陀
仏
は
知
っ
て
い
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
の
存
在
と
そ
の
視
線
、
そ
の
視
線
に
晒
さ
れ
て
い
る
人
間
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
善
導

は
三
心
の
中
の
至
誠
心
を
真
実
心
と
解
釈
し
、
真
実
心
を
発
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
な
ぜ
真
実
心
を
発
さ
ね
ば
な
ら
な
い

か
、
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
善
導
は
、
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な
ぜ
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
、
菩
薩
行
を
実
践
し
て
い
る
時
、
す
べ
て
の
瞬
間
に
於
い
て
、
真
実
心
の
中
で
実
践
し
た
か
ら
で
あ

り
、
阿
弥
陀
仏
の
利
他
・
自
利
は
す
べ
て
真
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

何
以
故
。
正
由
彼
阿
弥
陀
仏
因
中
行
菩
薩
行
時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
、
三
業
所
修
、
皆
是
真
実
心
中
作
。
凡
所
施
為
趣
求
亦
皆
真

実(23)。

と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
が
菩
薩
の
修
行
を
し
て
い
る
時
、
わ
ず
か
の
時
間
で
も
三
業
に
修
す
る
所
は
す
べ
て
真
実
心
の
中
で
な
さ
れ
た
の

で
あ
り
、
ま
た
利
他
・
自
利
は
は
す
べ
て
真
実
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
菩
薩
時
代
の
修
行
中
」
と
過
去
の

こ
と
と
し
て
説
い
て
い
る
が
、
阿
弥
陀
仏
は
、
い
ま
現
在
も
念
仏
を
称
え
る
人
間
に
施
し
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
真
実
心
を
も
っ
て

「
我
が
名
を
称
え
る
者
が
い
な
い
か
」
と
視
線
を
送
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
凡
夫
に
真
実
心
が
発
せ
る
の
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
至
誠
心
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
前
で
真
実
の
す
が
た
を
晒
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理

解
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
至
誠
心
を
説
く
際
に
は
、
内
外
の
相
応
と
い
う
こ
と
も
述
べ
ら
れ
る
が
、
相
応
に
せ
よ
不
相
応
に
せ
よ
、

阿
弥
陀
仏
に
は
一
目
瞭
然
の
こ
と
で
隠
し
よ
う
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

人
間
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
隔
絶
し
た
存
在
で
あ
る
仏
が
、
人
間
に
対
し
て
真
実
心
を
も
っ
て
向
か
い
視
線
を
注
い
で
い
る
。
そ
の
あ
り

さ
ま
が
慈
心
で
あ
り
仏
眼
で
あ
る
。
そ
れ
を
人
間
同
士
の
関
係
に
転
じ
た
な
ら
ば
「
慈
心
相
向
、
仏
眼
相
看
」
と
い
う
願
文
の
表
現
に

な
り
、
そ
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
仏
道
修
行
す
る
関
係
が
「
菩
提
眷
属
、
作
真
善
知
識
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
自
分
自
身
に
対
し
て

は
、
仏
の
視
線
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
か
、
罪
悪
生
死
の
凡
夫
と
映
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
意
識
さ
せ
、
他
人
を
見
る
場
合

は
平
等
の
慈
悲
を
も
っ
て
見
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

浄
土
教
に
お
け
る
仏
と
人
間
に
つ
い
て
、
善
導
の
理
解
を
中
心
に
、
隔
絶
、
関
係
性
、
仏
の
視
線
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
、
善
導
は

「
慈
心
相
向
、
仏
眼
相
看
」
と
い
う
仏
の
視
線
を
も
っ
て
人
間
同
士
が
向
き
合
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

そ
の
よ
う
な
善
導
の
理
解
は
現
代
に
お
い
て
通
用
す
る
の
か
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
「
韋
提
希
は
凡
夫
で
あ
る
」
と
い
う
理
解
が

答
え
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
周
知
の
通
り
、『
観
経
』
に
お
い
て
、
阿
闍
世
に
よ
り
幽
閉
さ
れ
た
韋
提
希
の
前
に
、
釈
尊
が
現
れ
る
。

そ
の
釈
尊
に
対
し
て
韋
提
希
は
ま
ず
何
と
言
っ
た
の
か
。

其
の
時
に
韋
提
希
は
、
世
尊
に
見
え
、
み
ず
か
ら
瓔
珞
を
絶
ち
、
身
体
を
地
面
に
投
げ
出
し
て
、
号
泣
し
て
仏
に
申
し
上
げ
た
。

「
世
尊
よ
。
わ
た
し
は
過
去
に
ど
の
よ
う
な
罪
が
あ
っ
て
こ
の
悪
い
子
供
を
産
ん
だ
の
か
。
世
尊
も
ま
た
ど
の
よ
う
な
因
縁
が

あ
っ
て
、
提
婆
達
多
と
眷
属
な
の
か
」
と
。

時
韋
提
希
、
見
仏
世
尊
、
自
絶
瓔
珞
、
挙
身
投
地
、
号
泣
向
仏
白
言
。
世
尊
。
我
宿
何
罪
生
此
悪
子
。
世
尊
復
有
何
等
因
縁
、
与

提
婆
達
多
共
為
眷
属(24)。

「
私
は
ど
の
よ
う
な
罪
が
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
悪
い
子
を
産
ん
だ
の
か
」
と
言
え
る
の
は
、「
私
は
悪
く
な
い
」
と
自
身
の
悪
や
欲
望
を

認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
次
の
「
釈
尊
は
ど
の
よ
う
な
因
縁
が
あ
っ
て
、
提
婆
達
多
と
眷
属
な
の
か
」
と
い
う
言
葉
の
真
意
は

理
解
が
難
し
い
。
こ
れ
は
「
釈
尊
と
提
婆
達
多
が
眷
属
だ
っ
た
か
ら
、
提
婆
達
多
は
嫉
妬
に
狂
い
、
私
の
か
わ
い
い
子
を
悪
子
に
し

た
」
と
い
う
韋
提
希
の
心
の
表
れ
の
言
葉
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
自
分
は
悪
く
な
い
、
自
分
は
正
し
い
と
す
る

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
自
分
（
だ
け
）
は
正
し
い
」
と
認
め
た
い
と
い
う
こ
と
が
、
欲
望
の
本
質
の
一
つ
で
あ
り
、
凡
夫
性
と
言
え
る

の
で
あ
ろ
う
。
韋
提
希
の
姿
は
、
人
間
に
潜
む
凡
夫
性
が
人
間
の
本
質
の
一
つ
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
本
質
は
、
現
代
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
浄
土
教
と
い
う
宗
教
の
文
脈
を
使
用
し
て
人
間
を
語
る
と
い
う
姿
勢

に
立
っ
た
場
合
、
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
人
間
定
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
間
定
義
の
新
次
元
を
考
え
る
上
で
外
す
こ
と
の
で
き
な

い
定
義
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

註(1
)
浄
土
教
の
人
間
観
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多
数
存
在
し
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
本
論
で
問
題
と
す
る
阿
弥
陀
仏
と
衆
生
の
関
係
性
に
つ

い
て
、
法
然
の
思
想
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
藤
堂
恭
俊
「
阿
弥
陀
仏
信
仰
論

と
く
に
仏
凡
の
呼
応
関
係
を
中
心
と
し
て

」（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
『
浄
土
教
文
化
論

阿
弥
陀
仏
篇

』
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
九
四
）、
同
「
法
然
浄
土
教
に
お
け

る
念
仏
信
仰
の
内
実

と
く
に
法
然
自
詠
の
和
歌
を
中
心
と
し
て

」（
同
『
法
然
上
人
研
究
』
第
二
巻
（
思
想
篇
）、
山
喜
房
佛
書

林
、
一
九
九
六
）、
永
井
隆
正
「
法
然
浄
土
教
に
お
け
る
人
間
形
成
論
」（
斎
藤
昭
俊
編
『
仏
教
教
育
の
世
界
』
渓
水
社
、
一
九
九
三
）
等

が
あ
る
。

(2
)
浄
全
二
、
一
〇
下

一
一
上
。

(3
)
浄
全
一
、
六
七
六
上

下
。

(4
)
浄
全
二
、
一
〇
下

一
一
上
。

(5
)
浄
全
二
、
五
六
上
。

(6
)
浄
全
一
、
六
八
六
上
。

(7
)
浄
全
二
、
一
一
上
。

(8
)
浄
全
二
、
一
二
上
。

(9
)
浄
全
二
、
四
九
上
。
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(10
)
拙
稿
「「
三
縁
」
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
一
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(11
)
大
正
三
三
、
六
九
七
下
。

(12
)
大
正
三
三
、
七
四
六
下

七
四
七
上
。

(13
)
こ
の
部
分
の
解
釈
は
、
福
原
隆
善
「
仏
と
衆
生
の
世
界
」（
水
谷
幸
正
先
生
古
稀
記
念
『
佛
教
教
化
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
八
）、

玉
城
康
四
郞
『
心
把
捉
の
展
開
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
六
一
）
三
一
四

三
一
九
頁
、
安
藤
俊
雄
「
法
華
経
と
天
台
教
学
」（
横
超
慧

日
編
著
『
法
華
思
想
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
九
）
五
〇
〇

五
〇
二
頁
、
木
村
清
孝
『
中
国
仏
教
思
想
史
』
九
五

九
七
頁
を
参
照
し

た
。

(14
)
拙
稿
「「
三
縁
」
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
〇
〇
号
、
二
〇
一
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(15
)
昭
法
全
三
一
九

三
二
〇
。

(16
)
浄
全
二
、
一
二
上
。

(17
)
「
慈
心
相
向
」
の
み
の
用
例
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
が
、「
慈
心
相
向
、
仏
眼
相
看
」
と
い
う
表
現
は
、
以
下
に
挙
げ
る
善
導
の
三
つ

の
使
用
例
以
外
は
、
三
十
巻
本
『
仏
名
経
』
の
巻
第
十
四
（
大
正
一
四
、
二
四
〇
中
）
と
、
巻
第
二
九
（
大
正
一
四
、
二
九
八
上
）
し
か

な
い
よ
う
で
あ
る
。
大
野
法
道
『
大
乗
戒
経
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
五
四
）
四
〇
八
頁
、
法
山
直
然
「
善
導
大
師
の
信
仰

広
懺
悔
御
文
の
出
典
に
つ
い
て

」（『
佛
教
論
叢
』
第
三
七
号
、
一
九
九
三
）、
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
第
二
巻
（
山

喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四
）
二
八
九
頁
の
注
八
、
等
を
参
照
。
法
山
は
三
十
巻
『
仏
名
経
』
を
善
導
「
広
懺
悔
」
の
典
拠
と
す
る
が
、
柴

田
は
そ
れ
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
敦
煌
文
書
中
の
願
文
類
に
も
使
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
り
、
善
導
独

自
の
願
文
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

(18
)
浄
全
四
、
一
四
上
。

(19
)
浄
全
二
、
七
二
下

七
三
上
。

(20
)
浄
全
四
、
三
七
五
上
。

(21
)
昭
法
全
五
八
八
。
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(22
)
浄
全
二
、
四
七
下
。

(23
)
浄
全
二
、
五
五
下
。

(24
)
浄
全
一
、
三
八
。

キ
ー
ワ
ー
ド

阿
弥
陀
仏
、
三
縁
、
三
心
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